
【交通・道路・河川】 

２０４．出雲大東駅駅舎の管理について 

Ｑ：現在改築工事中の大東駅舎について、運営方法を伺いたいです。 

Ａ：駅舎が老朽化しても、ＪＲでは建て替えができない状況でした。雲南病院への通院、

大東高校への通学で毎日２００人程度の利用があるため、オンリーワン事業として、雲南

市に改築事業を引き継ぎました。新駅舎には、交流スペース、簡易郵便局、観光案内、Ｊ

Ｒ・広域バスの切符販売所を開設する考えで、またＪＡグリーンセンターも入ります。管

理運営は指定管理制を導入する予定です。 

 

→大東新駅舎は９月２８日に竣工式を行い、指定管理業者となった出雲大東駅管理組合に

管理・運営を行ってもらっています。 

 
２０５．市民バスの運行について 

Ｑ：今後の市民バスの運行について、どのような考えですか。 

Ａ：県の補助金制度が変更となり、現在は利用率が２０％に満たない路線は補助を受ける

ことができなくなりました。その中で、サービスを下げないよう、まずは経費の節減を図

っており、次に利用率の極端に低い路線について、見直しを行っていく考えです。具体的

に言うと、今年度から吉田のスクールバスと市民バスの統合や、加茂町で利用率の低い路

線の見直しを行いました。 
また、これまで町単位で行っていた委託契約を公募によりブロック毎の契約とするなど、

ある程度の経費節減を図っています。今年も見直しを行い、利用率の低い路線については、

地区の皆さんと今後の運行方法を相談していかなければいけないと考えています。 
さらに掛合町で小学校の統合があり、バス運行の見直しを図る必要があります。 
利用率の維持・向上のため、市民の皆さんにもできるだけバスをご利用ください。（政策

企画部） 

 

２０６．市民バスの運行について 

Ｑ：雲南病院発のバスは、１時便の次は５時過ぎの便となります。海潮小学校発のバスに

２時半の便があるのにどうして大東から海潮小学校までは利用できないのですか。 

Ａ：市民バスは、スクールバスとして通園､通学の時刻にあわせて運行しているものもあり

ます。該当の車庫から海潮小学校までの回送便が利用できないのは、運行申請以外の路線

は営業運転ができないからです。要望を実現させるためには一畑バス等の民間交通機関と

の協議も必要ですので、今後のバス運行の見直し作業の中で検討します。（政策企画部） 

 
２０７．市民バスの利用状況について 



Ｑ：昨年市民バス利用状況調査に参加しました。結果を踏まえどういう対策をとられます

か。 

Ａ：市民バス利用状況調査の結果にもとづいて、利用数の少ない路線については見直しを

していきます。ただし、スクールバス機能を兼ねて運行している場合など、安易に廃止で

きないものもあります。 

 市全体で黒字は１路線だけ。概ね２０円の収入を得るのに１００円の経費を使って運行

しています。収支率が２０％を割った場合は、県の補助金も対象外となり、大変厳しい状

況です。（政策企画部） 

 
２０８．交通情報の提供について 

Ｑ：昨年７月の豪雨災害により通行止めになっている市道があります。この状況を知らせ

るＣＡＴＶの文字放送画面が昨年来ずっと変わっていませんが、復旧工事が始まるなど状

況も変わっているのでもう少し的確な情報を流してください。 

Ａ：的確な情報提供に努めます。（建設部） 

 
２０９．高齢運転者対策について 

Ｑ：高齢化社会の加速に伴い、高齢になると運転免許証を返すような流れになってきまし

た。免許証を返す代わりにポイントをもらい、タクシーや公共交通を利用する制度をつく

っている自治体があります。雲南市でもこうした対策をしていただけませんか。 

Ａ：雲南市でもそのような事例を参考に、高齢者対策を図っていきたいと考えます。（市長）

 
２１０．インターチェンジの設置について 

Ｑ：六重地区にインターチェンジ設置の要望を出していますが結果はどうなりましたか。 

同地区は県道出雲奥出雲線が通っており、国道（５４号、３１４号）とのアクセスもよ

いので、適切な箇所だと思います。 

Ａ：簡易インターチェンジの設置には数十億円の地元負担が必要であり、現在の財政状況

では設置困難な状況です。地元にもご理解いただき、国交省へもそのように伝えてありま

す。（市長） 

 
２１１．国道５４号線の維持管理について 

Ｑ：国道５４号の路面にわだちができています。雨天時、車が水をはね、通学中の子ども

たちがずぶぬれになっています。適切な補修、維持管理をしていただくよう国交省へ要請

してください。 
また歩道の管理も悪く、草が生えていて歩きにくいです。通行人の安全対策の面から、

こちらも国交省へ要請して欲しいです。 



Ａ：国交省頓原出張所へ申し入れます。（建設部） 

 
２１２．主要地方道玉湯吾妻山線のルートについて 

Ｑ：玉湯吾妻山線の春殖地区から幡屋地区にかけての残区間のル－トがまだ決定されてい

ません。ルートの開示、竣工の見通しを説明してください。 

Ａ：現在出雲大東線大東下分工区（春殖公民館前）が工事中で、Ｈ２１年度完成と聞いて

います。 

玉湯吾妻山線遠所工区は中遠所から下遠所４００ｍの区間が開通していますが、今回の

質問のルートは予定がたっていません。奈和亭踏切から山王公民館までは通学路の安全確

保の面から歩道整備を県に要望しているところです。（建設部） 

 
２１３．県道安来木次線の改良について 

Ｑ：県道安来木次線改良の要望書が出してありますが、この件はどこまで進んでいますか。

Ａ：市としても県へ要望していますが、県もきびしい状況であり、すぐに着手はできませ

ん。今後整理し、県に再度確認します。（建設部） 

 
２１４．木次小学校前の歩道の修繕について 

Ｑ：修繕の確約をいただいていますが、現在時点でまだのようです。早急に対応していた

だきたい。 
また歩道の整備はされているが、施工が古く段差が多くあります。簡単なやり方で良い

ので改修をお願いします。 

Ａ：歩道改修については、一昨日に県で工事を完了しています。そのほかの歩道で支障の

ある箇所については、逐次教えてください。（木次総合センター） 

 
２１５．県道掛合宮内線の改良について 

Ｑ：掛合宮内線の改良について、国交省からの説明を聞きましたが、路線の優先順位が低

く改良は難しいとのことでした。 

しかし、当地区は非常に不便な場所にあります。地域全体の発展性を考えた場合にも、

国道からすぐに入れる道路は絶対的に必要です。保育所跡は福祉関係に利用されており、

やがて廃校となる小学校跡地の利用問題も含めると将来的に重要な位置になると思いま

す。 

若い人が住めるように、楽しめる、将来性のある地域をつくっていただきたい。 

Ａ：掛合宮内線については、今年の 1月末に説明会を開催した際、県財政難による「凍結」

の決定をお話しました。その後の県財政も依然として厳しく、凍結状態が続いています。 

今後も、地元の皆さんと協議しながら、なんとかよい方式を導き出したいと考えていま



す。 

ちなみに、市内には県道が２７路線あり、そのうち６路線８工区が休止になっています。

限られた財源内で効果的に事業を進めるため県も交通量などから路線のランク付けをされ

ており、休止路線の中には、用地買収や実施設計がされていても着工されないところもあ

ります。市としても、全体を見通し進めていきたい考えです。（建設部） 

 
２１６．幹線道路の建設について 

Ｑ：飯石地区は道路事情が一向に良くなっていません。国道５４号と連結するバイパス的

な２車線道路を建設してください。 

Ａ：道路問題については、現在継続中の事業が終了後、市全体で路線の優先順位をつけて

解決していく考えです。（市長） 

 
２１７．市道下熊谷中央線、東西線について 

Ｑ：下熊谷地区は、雲南市の中心地として道路整備が計画されています。とりわけ、下熊

谷中央線、東西線に関しては、平成１３年ごろからこれからの開発を見越して地籍の再調

査が行われ、２年ぐらいかけて登記が完了しています。その後、魅力ある下熊谷の道づく

りのため、４名の大学の先生方にお願いして検討委員会が設置され、下熊谷道路網の基本

計画ができたと聞いています。検討委員会でどんなことが話し合われ、それが今後のまち

づくりにどう生かされていくのか聞かせてください。 
地元住民としても、せっかく土地を提供した事業なので、地元の意向を取り入れていた

だきたい。 

Ａ：平成 13年度に下熊谷地区住環境整備推進協議会を設置し、検討をいただいています。
そして、旧木次町で、平成１５年度に下熊谷地区道路網基本計画が策定されました。米子

高専の熊谷教授、松江高専の浅田助教授、島根女短の佐久間講師、広島工大の脇田助教授

の４名を策定委員として検討いただいたところです。 
この件については、平成１６年度に説明会を開催させていただきました。基本計画では、

下熊谷地区の生活空間と都市機能の融合を目指し、来街者にも分かりやすい道づくり、地

域を印象づける道づくり、日常の移動を支える道づくり、防災に対応した道づくり、地区

の交流を広げる道づくりの５つのテーマを柱にまとめています。 
この中で、早急な整備が必要とされた路線について、まちづくり交付金事業に盛り込み、

下熊谷中央線及び下熊谷東西線は、平成１６年度から整備を進めています。 
下熊谷東西線は今年度中の完了を考えており、用地取得を秋ごろ、工事を年末から年度

末に行う予定です。 
下熊谷中央線は用地交渉を順次進めており、今年度用水路工事の一部を行い、来年度か

ら本格的工事を予定しています。今後、用地交渉の関係にあわせ、適切な時期に説明会を



開催する考えです。（建設部） 

 
２１８．市道下熊谷中央線について 

Ｑ：５月１３日の朝日新聞に、警察庁と国土交通省が自転車の通行ゾーンの整備指針を共

同でまとめる方針であるとの記事が載っていました。「従来の自動車・歩行者中心の道路行

政を見直し、自転車の通行空間を確保し、事故を減らそう」という内容の新たな試みでし

た。 
下熊谷中央線には植樹帯が計画されているようです。景観面を考えてでしょうが、逆に

荒れ放題となる可能性もあります。安全面から考えても、このスペースを自転車道の一部

に見直してはどうでしょうか。 

Ａ：下熊谷中央線には、当初から自転車・歩行車道を整備する予定で、その施設帯の一部

を植樹スペースとする考えです。下熊谷地区道路網基本計画策定時に、住民の皆様とのワ

ークショップの中で「地域を印象づける路線」として、広い歩道と施設帯を整備すること

が求められたためです。 
詳しい整備内容については、維持管理を含め地区の皆さまとの協議が必要不可欠であり、

その機会を設けていく予定です。（建設部） 

 
２１９．市道の整備について 

Ｑ：木次には、洞光寺や木次公園があり、昔から多くの観光客や参拝客が訪れています。

道路が狭く、木次駅から歩く人が多いですが、バスであがれるようにしてほしいです。 

Ａ：市道については、現在継続事業を優先的に実施しています。継続事業終了後、新たな

道路整備を検討していく考えです。（木次総合センター） 

 
２２０．市道の整備について 

Ｑ：チェリヴァから旧難波石油の付近は土地が空いており、用地買収すれば案内川の横に

木次と里方を結ぶ道路を造ることができます。大変便利になるので、今後検討をお願いし

ます。 

Ａ：市道については、現在継続事業を優先的に実施しています。継続事業終了後、新たな

道路整備を検討していく考えです。（影山副市長） 

 

２２１．未舗装道路の整備について 

Ｑ：当地にはたくさんの市道があります。何年も前から地域要望事項として舗装をお願い

しているのに、まだ砂利道のままの道路が２本もあります。今後の道路整備とまちづくり

の計画について伺います。 

Ａ：一部未舗装の市道については住宅があるところまでは舗装をしています。現在、雲南



市では、合併前から引き継いだ継続路線の工事を行っており、事業完了には今しばらくか

かるものと考えています。こうした継続路線完了後に利用状況、緊急性を考慮し、予算の

範囲内で逐次計画していきます。（建設部） 

 

２２２．市道の維持管理について 

Ｑ：国道５４号から岸田線の間の道路を今までは（合併前は）自治会で掃除管理していた

が、市道になってから（合併後は）管理されていません。側溝の掃除をお願いします。 

Ａ：地元で対応可能なことは、付近、沿線の自治会の皆さんで協力して対応してください。

連坦地等では側溝の修繕は皆さんでされており、地域で取り組んでいただきたい。（総合セ

ンター） 

 

２２３．まちづくり交付金事業について 

Ｑ：カラー舗装等されて、金を使われたが効果がありましたか。もっと実りのあるところ

へ財源を充ててほしいです。 

Ａ：カラー舗装による効果といわれると、なかなか判断がむずかしいです。しかし、環境

を整備することにより、集客数の増加につなげていきたい考えです。（内田副市長） 

 

２２４．まちづくり交付金事業による街路灯の整備について 

Ｑ：本町線の電柱に街灯がつきました。もう２、３基本通りにあるといいですが、後何基

つけていただけますか。 

Ａ：まちづくり交付金で行っている事業です。昨年度は交差点照明を４ヶ所につけました。

必要最小限の明るさを確保するため、計３０基を年次的に設置する予定にしています。（建

設部） 

 

２２５．まちづくり交付金事業について 

Ｑ：まちづくり総合支援事業が終了し、その後まちづくり交付金事業へと引き継がれまし

た。新市では道路の拡幅の話がありますが、今後どうなるか説明してください。 

Ａ：道路整備（新市線、新市中線及び幼稚園線）やトイレ、広場の整備計画がありました。

しかし、財政非常事態宣言の中、継続事業を優先し事業を実施しています。現在、新市で

は交差点付近の用地交渉を進めている段階です。（建設部） 

 

２２６．災害復旧工事について 

Ｑ：災害により水道管が路面に露出している箇所があります。異物混入などの不安があり、

早期の完全復旧を望めます。 

Ａ：災害復旧事業により、できる限り早急な対応を行います。（建設部） 



 

２２７．災害復旧工事について 

Ｑ：昨年の豪雨災害で被災した漆仁地区（木次町）の道路が応急処置のままだが、早く直

してほしいです。 

Ａ：既に発注済みであり、６月には工事に入る予定です。もうしばらくしばらくお待ちく

ださい。（木次総合センター） 

 

２２８．潜水橋の塵除けの修繕について 

Ｑ：潜水橋の塵除けの一部が、昨年の７月豪雨により破損しています。桜土手や斐伊川と

ともにすばらしい情景をつくりだしている地域の宝なので、財政難の折ですが、基金など

を活用し守っていってほしいです。 

Ａ：おっしゃるとおり大変魅力的な橋です。しかし一方で、流水を阻害し堤防を壊す恐れ

があるとの指摘も国土交通省から受けています。国土交通省と協議し、潜水橋保持のため

努力していきます。（木次総合センター） 

 

２２９．小原潜水橋の災害復旧について 

Ｑ：昨年の災害で、東町や旭町が冠水したのは小原潜水橋に流木やゴミが引っ掛かってせ

きとめたのが大きな原因だと考えます。（取り除いてはどうですか。） 

Ａ：大切な生活道路でもあり、地元からの要望が強く、復旧させました。東町など冠水し

た地域とは今後の対策を協議しています。（建設部） 

 

２３０．松江市大橋川の改修工事について 

Ｑ：大橋川の改修工事について、松江市民などが反対署名を同市に提出したニュースを見

ました。我々は下流域住民のため、苦渋の思いで尾原ダム建設に協力しているのに、こう

いった行動は到底理解できません。島根県、松江市に対し抗議の申し入れをしてください。

Ａ：これまで尾原ダムに関わってこられた皆さんの気持ちを無視する話であり、誠に遺憾

です。 
尾原ダム周辺地域活性化協議会の会議の中で、松江市が市民に対し、十分な説明を行う

よう、県からの指導を要請してあります。また、直接溝口知事に対しても、同じことを申

し入れました。今後もこうした意見を松江市へ申し入れていく考えです。（市長） 

 

２３１．後谷川（加茂町）の堆積土砂の撤去について 

Ｑ：後谷川の土砂をとってください。 

Ａ：地域からの要望が年々増加しており、全ての要望にお応えできない状況です。土砂堆

積への対応は受益者の皆さんでお願いします。（加茂総合センター） 



 

２３２．案内川の沈砂地の撤去について 

Ｑ：案内川の沈砂地の撤去について、雨季に入り心配なので早急に実施してください。

Ａ：今年度、県で実施される予定です。（木次総合センター） 

 

２３３．水路修繕工事について 

Ｑ：三刀屋保育所付近の水路の修繕工事が、付近住民への説明の無いまま始められまし

た。詳しい経過を説明してください。 

Ａ：ご指摘の工事は、島根県が施行された県道吉田三刀屋線の流雪溝整備工事に関連する

ものです。流雪溝の流末処理として三刀屋保育所横を流れている用・排水路の改修が行な

われております。（建設部） 

 

 

２３４．赤川土手の草刈について 

Ｑ：赤川土手の草刈りは、害虫駆除や環境面の考えで地元でも行っています。本来は管理

者である県が行うべきものではありませんか。 

Ａ：実態として、市が維持管理しています。市、県ともに厳しい財政状況にあり、草刈を

何度も実施するのは困難です。県と十分連携し、できる限り対応していきます。（総合セン

ター） 

 

２３５．県営上山農道改良工事の早期完了について 

Ｑ：県営上山農道の改良工事が始まりましたが、早期の完了をお願いします。 

Ａ：平成２２年度の完了を予定しています。（産業振興部） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




